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研究成果の概要（和文）：学習者の深い理解のプロセスには、疑問や問いが含まれる重要性が指摘されている。
本研究では、学習者が作り出す問いや考えの把握を支援するシステムを開発するための基礎的研究を実施した。
主には(1)教科で何を学んでいるのか・学んだことが生かされているのか、（2)授業中の発話内容の長期的変
容、(3)知識の深さを把握する質問形式やシステム支援、などの研究である。その結果、児童生徒が疑問や問い
を創り出すプロセスは、文脈や状況に強く依存するものの、「創りたくなる環境」を構築することで、能力を引
き出しつつ評価できる可能性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：It has been pointed out that the process of learners' deep understanding 
includes the importance of questioning. In this study, we conducted basic research to develop a 
system to support the understanding of questions and ideas created by learners. The main research 
topics were (1) What is being learned in the subject and is it being applied?, (2) Analysis of 
long-term transformation of dialogue data in class, and (3) Question formats and system support for 
understanding the depth of knowledge. The results suggest that the process of students' creation of 
questions and inquiries strongly depends on the context and situation, but by constructing an "
environment that makes students want to create," it is possible to draw out their abilities and 
evaluate them.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的な意義は、学習評価において、授業者や評価者が期待している学習者の理解の深まりを引き出
すことが可能な環境を児童生徒に提供しているかどうかの再検討を促す成果を出していることである。この成果
を広く周知し課題を共有することが、今後の学校教育における、学習評価と授業づくりの一体化に向けて、学習
者視点からの見直しにつながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 新学習指導要領において、知識・技能の習得、思考・判断・表現力の育成、学びに向かう力、
人間性の涵養という３つの学力の柱を立てた上で、これら３つの柱をバランス良く育むことで、
これからの社会で必要とされる資質・能力を育成することが教育目標とされた。そして、この３
つの学力の柱と対応するかたちで「学習評価」の在り方が議論された。そこでの重要な視点とし
て、学習評価の第一の目的は、児童生徒の学習を現状を把握し、より促進させるための、授業改
善のための活用である。児童生徒の評定のためより、授業改善の視点が強調された。しかしなが
ら、実態として学習評価は、ある一定の共通尺度で順序づけて評定するというイメージが根強い。
だが、深い学びの姿とは、授業やテスト以外の必要な場所に持ち出せて(Portability)、納得し、
頼りになる形で適用範囲が広く (Dependability)、必要であれば作り直し更新し続ける
(Sustainability)ような知識であり、それは、従来の学習評価の場面で「事実や手続き」を再生・
再認することが可能な表面的なものだけでなく、個々人の中の捉え（他の知識や経験とのつなが
り方）が重要である。それゆえ、児童生徒が創りあげる学習評価の中身、方法を明らかにし、支
援システムを検討することが、今後の学習評価や授業づくりの在り方を見直すきっかけになる
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、これまでの学習科学研究を通して明らかになっている、疑問や問いを生み出しつ
つ学びを深めていく協調学習を基盤として、(1)いかなる学び方の蓄積が成果につながるか、(2)
いかなる学習評価の支援が成果につながるか、の 2 点について複数のアプローチから検証した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、複数のアプローチを用いて研究を進めた。 
(a) 協調問題解決能力の評価に関する研究動向調査：CSCL(Computer Supported Collaborative 
Learning)における国際的な動向を調査し、疑問や問いを生み出し理解を深めるプロセスを
対象にした研究の有無、国際的な動向の課題を整理した。 

(b) 協調問題解決能力の育成に関する縦断的研究：小学校を対象に、協調学習の授業を長期にわ
たって導入することで、協調問題解決能力の育成につながったかどうかを、授業、学力調査
における対話場面の発話プロトコルデータを縦断的に分析することで描き出すことができ
るかどうかを分析した。 

(c) 学習科学に基づいた協調学習の経験者と非経験者の知識理解の認識と適用の調査：小学生、
中学生を対象として、教科の好き嫌いの理由を聞くことで領域理解の認識と適用範囲を分析
するとともに、現代社会における SNSにおける学んだ知識の適用、創造範囲の状況について
分析した。 

(d) AI ドリルにおける学習状況分析：ビッグデータ解析を通して AI ドリル学習が、知識の
Portability, Dependability, Sustainabilityに寄与しているか否かを分析した。 

(e) テスト場面における学習状況分析と CBTによる支援可能性：テストの出題形式が学習者の思
考過程に与える影響を分析した上で、CBTによるシステム支援の可能性を分析した。 

 
４．研究成果 
 本研究を通して、以下のことが明らかになった。 
(a) 協調問題解決能力の評価は、CBTを用いて協調問題解決場面を擬似的にシミュレートさせる

形式が開発されている。しかし、協調問題解決と知識理解のテストは分割されており、複数
のテストスコアをクロス集計する形になっていた。測定したい力は、協調問題解決場面にお
いて深い知識理解が生かされ新たな知識を生み出しているかどうか、であり、その方向性の
研究はこれからであることも整理できた①。また、学習科学における学習評価研究に関する
書籍の翻訳を進めた②。この成果を基盤として以降の研究を進めている。 

(b) 協調問題解決における疑問や問いを持つことによる知識創造の能力測定のために、学習科学
に基づいた協調学習を小学校 4年生以降導入した学校における 2人の児童の４，５，６年生
の発話プロトコルデータを分析した。その結果、導入前の対話場面では「対話の調整」に関
する発話が多かったが、学年が上がるに連れ「学習内容」に関する疑問や問いが多く表出さ
れ、建設的相互作用を通してわかる・わからないを繰り返しながら各自なりの理解を深めて
いくことができるようになっていたことが明らかになった。その成果を踏まえ、中学校 1年
生まで追跡調査した結果、協調問題解決能力の維持に学習環境に依存することも明らかにな
り、学習環境と学習評価環境のデザインの重要性が明らかになった③。これより、児童生徒
の育まれた学習環境による差の調査の必要性が出てきたため、以降の研究につながった。 

(c) 小中学生を対象に、国語と算数・数学においてその教科の好きな理由を問うたところ、児童
生徒の個人差よりも児童生徒の学習環境に依存した形での理由の記述につながっているこ



 

 

とが明らかになった。学習科学の協調学習が取り入れられていた学校では、他者との考えを
比べて知識を広げ深めていくことが学びであり実社会でも役立つと解答していたのに対し
て、そうではない学校では、漢字や計算ができることが好きな理由と答えていた。これらよ
り、学習環境や学習評価環境に依存して、児童生徒は学習目標や学び方を学んでいることが
よりはっきりとしてきた④。さらには、SNSにおける知識の適用状況を分析した結果、これ
までの学校教育での知識が生かされ最新情報に対して建設的な情報を発信している人の割
合は多くなく、限定的で十分ではない証拠に基づいて自身の知識と十分比較吟味しないまま、
結論ありきの情報発信をしている人が多くを占めていた⑤。このことからも、学習内容が学
習評価のための表面的な事実や手続きの暗記では、知識の Portability, Dependability, 
Sustainability への寄与が限定的であることが改めて確認された。 

(d) 一人一台端末の普及により、AI ドリルに期待がかかっているが、小学校 5年生 54 名の取組
状況のログデータをもとに学力を 4 階層（上位群、中上位群、中下位群、下位群）に分けて
分析した。その結果、学習適応型機能が必ずしも全ての群に対して有効ではなく、上位群、
中上位群は取り組み回数が多かった一方、中下位群や下位群は取り組み回数も少なく、実際
の取組みプロセスを見てみると、学習適用型に支えられて前提となる再学習内容が提示され
るものの、それらも解けなく諦めている状況が見えてきた。これらの結果より、AI ドリルと
授業を独立したものとして扱うのではなく、解き方に関する深い理解を授業で支えつつ AI
ドリルを活用していく必要性や、AI ドリルの設計の見直しの必要性が見えてきた⑥。 

(e) 大学入試センター試験や東京大学入試問題の国語現代文を対象に高校生、大学生、大学院生
を対象に実験を行った。解答途中に考えていることを話してもらう発話思考法や解いた後に
どのように解いたかを話し合う対話場面を分析することで、出題形式の違いによって引き出
される思考が異なることが明らかになった⑦。特に選択肢式は、「選択肢のどれが違うか」
の選択肢自体に着目するのに対して、記述式では「本文はどのような話だったか」の本文全
体に着目した思考が働いていることが明らかになった。これら研究より積極的な読解を支援
する CBTの構築と評価を実施し、Portability, Dependability, Sustainabilityを志向し
た学習に取り組んでいた生徒たちがより力を発揮することが可能な支援方策についてヒン
トを得ることができた⑧。 

 
以上の研究を通して、児童生徒が創る「授業に埋め込まれた学習評価」の支援システムを構築

していくためには、授業と学習評価が一体となって、対話や思考を引き出し見とるような、設問
形式の工夫や、文脈の設定、CBTを活用した学習環境の制御についての知見を得ることができた。 
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